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を用いることができる。しかしながら、その間をつなぐ中遠距離(100m 以上数 km 以下)ではこれ
まで有効な方法がなく、手法としては確立されていない。レーダーやライダーを用いる方法も検
討されているが、電力や重量などリソース上の要求が大きいため小型衛星などでは用いるのが困
難である。これに対して画像による方法は、相手の衛星の情報を取得するために、カメラは必ず
搭載されているため、特別な装置を搭載する必要がなく魅力的な方法であると言える。しかし、
中遠距離での対象衛星は、輝点にしか過ぎず、周りの星と区別つけることができず、モデルマッ
チングのような方法を用いることができない。そこで星図情報を用いて対称衛星を認識する方法
を提案する。星図情報を用いることによって、相手の位置を知ると同時に自分の姿勢を取得する
ことが可能で軌道決定の際に有効である。 
本論文では、その中遠距離における対象衛星を認識、追尾する手法として接近する衛星が取得し
た画像を用いることにする。そして、星図情報とのマッチングによって、その衛星の姿勢と対象
衛星の認識、追尾をするシステムを構築した。このシステムを用いることで、リアルタイムで姿
勢計測、対象衛星の認識、追尾できることを示す。 
 
